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研究雑話(144)
障害児教育・動作字誌上実冒加}

藤 井力夫

姿勢闘すの発達とリズム運動の習熟(42)

平衡反応と呼気調息、 5歳児への傾斜板・立位試験。

前回は、かなづち動作やのこぎり

動作を例に、道具操作における呼気

位相の利用の問題についてお話しま

した.大工さんのように習熟するほ

どに、調息的な呼気で、吸気への自

然な変換が利用されているのでし

た。 f安静呼気位」の利用で、安静

換気量の調息的なそれが、余分な力

を披かせ、過不足のない最適な動作

を可能にしているのでした。調邑的

一一一一一一一一「なそれは、下肢

運動でも重要で、

歩行運動での母

指球部着床に利

用されてします。

就学前児におい

てどのように利

用できるカ~今

回は、傾斜板・

立位試験の成績

から、保護伸展

時の呼気翻且に

ついてお話した

いと思います。
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揺らし銭験図

A。傾斜板上立

位保持課題。左

右の揺らしに抗

する平衡維持試

験。被験児の反

応をみながら揺

網 " 正一一面|らす他動傾斜と、

被験児の自発的

な揺らしの2課

題。傾斜角、呼

吸、心電、筋電

を記録。安定し
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C.傾斜橿 ・立位認験にみる呼気位相の同期、他動傾斜と自発傾斜。
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ノレを解析。実験

装置の基本は既

述(本稿13ヨ).

被験児の蹄窟
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位移動・霞定能とスキップ動作 ・習

熟度 傾斜板・立位での平衡反応

は、舟指球部着床での姿勢維持が関

われます。三つの指標を用意(図

B)。一つは、降臨位移動 アヒノレ

歩きでの足関節底屈、及び母指球部

支持からの姿勢保持(本稽 104)、

他は、スキップ動作時の足関節や第

1駈の底屈利用(本稿 110)です。

4歳児、ア ヒル歩き ・段階5、ス

キップ動作・段階4 図C下。陣陪

位できるが、母指球部支持の弱いア

ヒノレ歩き(段階的。スキップ動作

できるが、上肢の利用が不可欠で、

前腕からの誘発(段階4)。他動で

は毎分 23回の揺らしに同期。自発で

は毎分 34回の揺らし。右脚保護伸

展時、緊張した呼気調息で対応。

5歳児、ア ヒル歩き ・段階6、ス

キップ動作・段階5 図C中。母指

球部からの陣跨姿勢(段階的で、

上肢の開放された、足関節底屈によ

るスキップ動作(段階 5)。他動で

毎分23園、自発で毎分28回の揺らし.

左右換算では毎分56回、ほぽ1Hzに

相当。傾斜板水平・約 100ミリ秒前

から呼気調息.予期的な保護伸展。

6歳児、アヒル歩き ・段階7、ス

キップ動作・段階6 図C上。母指

球部からの蹄陪位設定(段階 7)、

足指からの共同運動の誘発(段階

6)。他動の揺らし ・毎分 33固に適

応。傾斜板水平位 ・280-100ミリ秒

前からの呼気調且による予期的な保

護伸展反応。自発的な揺らしでは毎

分 47因。左右換算で、ほぽ 1.5Hz。

呼気調息は、左右脚伸展、右ー左脚

伸展と、交互に対応しています。


